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下記により例会を開催いたしますので、多数ご来聴ください。 
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担 当 

    責任者： 

                                 以上 

主 催   慶  應  医  学  会 

共 催   慶  應  医  師  会 

The Keio Journal of Medicine 

総合医科学研究棟１階ラウンジ 

2019 年 12 月 13 日 （金） 17 : 00 

演  題   

Engineering Exhaustion Resistant Stem-cell like T cells to Enhance the Efficacy of Cell Based Therapies 

演  者   

Madhusudhan Sukumar, PhD, Staff Scientisit 

National Cancer Institute (NCI), NIH, Bethesda, MD 

 

Dr. Sukumar は代謝および腫瘍環境における抗腫瘍性 T 細胞のメモリー分化、疲弊

に関し非常に優れた研究を多数発表しています。T 細胞療法や抗腫瘍免疫に関心の

ある皆さんの参加をお願いします。 
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